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　　　　　　　　　　東亜天文協曾

’一一@　　　　　　　　　一一一L★流星課だよリ　（93）　　　　　　　　小棋孝こ郎

夏もいよいよ盛である・だが炎暑の朗」臥して夜は極懲天脇・】にit，

絶好である．流星もいよいよシ1ズンに入って其の撒を増してくる．

・一　h　’ftlのヰンネケ群は六月よの蚊幾分動軸動を見せるであらう…，　lrti

星敏の多くなるのは中旬以後である・ペルセウス灘の先騙もポ・枷｝窺

するが，瀦なのは下旬の瀟δ醒群である・本年は31日が湖にあ・，？．v）

であま贈のよい加はな凧騨1時間樋當に選ぶならば29則凋隔
月光を避けて輻射鮎を追跡することは平岡る．

　　　　　　　x　　　　　　　　x　　　　　　　　x　　　　　　　　x

前回磯表後到着した槻測報告は次の通りである．

吉井耕一氏
石原　　昭々

島崎光治氏

金子　　榮氏

（．一一r二，三，四月分）

（三月分）

（三月分）

（一4月分）

x

餅氏のものには琴蝋星翻鯛嘲貝IIがあるが謬麟に署するものISI

全く贈らなV”五肚旬の繊［さ1蔓δ溜禰天候其他の徽咄剤ぐなカリ六．

のは観測報告は未だ撃てみない．（六月1口）

★太陽謀（1939年5月）

　報告者11名（前月2名減）

職況概氏は糠上5，6潮酬地と徽を鞭・麟光瓶蜘〔
に離，多忙の爲め榊止・千引ま繍の爲め一降寺中止，醜の一1・．｝・9i“」　，d：

鞘して待って居る・代つ噺しく瀦された人として小砿太郎氏q｛・蹄

門門1田1禰58mm屈折58髄覗と沖縢即醐始（遊星噸1
慈恵馨大在學・現住　東京市大森幅：摩ケ谷）を迎へた・今後の永績を望む，
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　天候　個々の観測日数から見れば，前月より域績は上ったが，曇れば全國的

の場合が多かった爲めか，全員で補っても，7，12，23，と，3日のi斑llll日が生じ

たのは遺憾であった．

　概況　素晴しい活況を呈した．前月よりも更に10％内外三三相思数が増加し

て，殆んど1938年7月に迫る程であった（1938年7月161・1，8月129・i）．一部に

傳へられて居る争期の最盛は既・に過ぎた（1938年夏を指す）と云ふのが正しV・

か，否か，次月の結果は注目に値する．（上記は假りに木邊の値に依る）

　肉眼的黒瀬　　　　　　　坂上　　津留　　正村　　岡村　　木邊　　合計

　　　　槻　　ii［1；　日　　数　　　　　　　24　　　　　10　　　　　14　　　　　］3　　　　　　7　　　　　68

　　　　fif現日藪：　16654031
　　　　黒黒占君掌婁ヒ　623206
　　　　黒黒占ぼρ累日卜数　　　　　　　23　　　　　　7　　　　　　5　　　　　　5　　　　　　0　　　　　40

　望遠鏡に依る相封数の激増に反して，割合に淋しかったのは肉眼的黒黙であ

った．李均には依る観測rlに封ずる出現日数は0・46”であって・前月よりも明

かに減少した．正確な表示とは云へないまでも，本月は比較的小黒顯が多かっ

た様である．黒黙の総面積をぱ，爲詩的に計測すればともかく・相封数が翻り

に同じだとしても，肉限的野貼に多少の差があれば其の活動の優劣はほf判定

出來そうである．此の黙可なり興味が生する．

南北雨＄球の比較　津留　縫　沓掛　阿部
　　　　　　南　　39．6　77．3　72・1　58・4

　　　　　　北　　48．7　73．6　74・0　60・5

本月砒較的揃った方泊る．津留，木邊，鶴阿部邸名解均鰍れ

ば，やs北，、多く，南1加幽する4ヒ1・・櫛鋪49％北51％の害【」合であっ

て，殆んど・粉に近い．町並都舶に南北棚の鞠値酬し目しの

各榊骸なもa）・しては，無二・・鞭縦へば・9日に始めて絆蜘こ

見られた＿群が，献と云ふ殆んど赤趾剛現した・脚副㌻励高励で

は，同じく同氏の測定に依れば，南北共va　25dを越すものはなかったやうであ

る．

eCth例樋踏掛氏より酬貝II杢黒麟の緯度の報告あった・

　黒光群の緯度観測～fの爲めにP。B・L。の値（設明は二丈年鑑参照）を示すと



太陽謀黒三相忌数報告（1939年5月）
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坂上氏；mlll岡市大名町4丁II大果寺内に移簿・雛械も墾聞す・右に依

　　　　本月に穂不確の山，
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7月1日

IO

20

・30

89

　Po　　　Bo　　　I’o
　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　
一3．1　　　＋2．9　　　　88．3

十LO　　　　十63　　　　2923

＋5蓋5　　　＋4．8　　　　196．8

十9．7　　　十5．6　　　　64．6

十13．6　　　　＋63　　　292．3

★墜光星課
　1939年4月の報告者と目測数

　　　　Pe
8月19日　　　十17．1

　29　＋20．1

9　8　十22．9

　18　＋24．5

　28　＋25．8

13e　ljo
＋6．8　16fi．1

十7．1　28．0

＋7．2　256．0

十7．1　137．1

十6．9　351．9

　（木匠）

囚師　陽一鄙

氏
　
名
　

沓
掛
圭
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坂
上
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務
1
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雄
3
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水
直
次

岡
林
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樹
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邊
成
麿

合
計
6
名

沓
掛
小
澤

1岡1木

ﾑ屡

合
計
一
　
一
4
2

観測

絈W
8 〔
3
2
1

｝　　　　　　　｝｝　一

2 8 33 一
6
1

7 31 1 26

目
渕
籔
8 195 1 5 4 18 220 451 7 193 1 191 392

内講第二部

　追加報告　3月分，山田氏より5星21目測，岡林氏より1目測受理．

　概報色々の理由もあらうが，近時メツキリ一口者が減少した．然し岡林氏

が倉敷で観測を開始された事を：喜ぶ．今後，観測は勿論，整理の方も手傳って

いたfいて，報告も第一部だけでも毎月目測光度をのせる様にし柔い．出來れ

ば來月から行ふ．

略報，第一部　RCrB　85～95を上下して居る（沓掛1，岡林4，木邊7）．

　5月に入っても此の厭態を纏記して居る．其他略．

m二9e　2M。。　XL・。，　CZO・i，　SUUM・．

　　　　1Max　ZCam，　AY　Lyr，　CY　Lyv，　TZ　Per，其他略．（以上・小

　　　　澤，木邊）

★遊星面繰

日付

7月2日

　4

（木邊）

★7月申火星要素表★（日本中央標準時9hの値）

光度　　　覗直御　　膨ケ度

一　2M

D1　21．50　O．976

2．1　21．85　O．979

中央経度　　中央緯度　　火星日付

3C8eD38　一1“n．74　10n　15H

290．37　10，52　17
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2eO．93
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165．38

147．64

129．91

112．19

84．48
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59．03

41．29

23．54

　5．16

ナイロンと研磨機
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（伊達）

多魅氣と石炭と砿から作られると思はれる餓可勤ナ・・ンは蜘、

が國でも蘭になってみるよう劇霊鋤三面繰を作るが・鋤ヲ臨，

糊かつ耐難の研膿にも利丹拙來る事拗かつk．塁壁砂をナィ。ン

と混ぜて離韻下瞠みの形酢りあげた一閃は從勅ものに上ヒし非常、、

優秀だといはれる・嫡之は特許を得たカミ直ちにデ＝　1’・ン爾tに鞭され2，．

編鰍記七二鼠っても未だ四一，繊の期に＄lllii［：てたのだ．

期3日の翻膿は・期の告t」‘tC從って・獺よ殖々鴫眞を逡附して

いたN’V・た．ぺ1ジの都合上・一部來月廻しにした事を御了解願ひ度い

長く北支・瀞1を醐｛講繊そ沖であった飯も，一時の不快を全く．，り

もどレすっかり蝋な馳をして鱒に醗された・御漏中には，こEi，）

失態をし三飯や會購氏に購ないと思ってみる面舵からはfi長th　p，，y

られたので，叉，新しい生き生きした號になる事と思ってみる．

　向暑の節，末記乍ら會員諸氏の御健康を隔る．　　　　　（編輯員＿1司）


